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初代
後藤　栄一郎 氏

第２代
堀内　幸八 氏

第３代
熊谷　秀雄 氏

第４代
七尾　哲郎 氏

第５代
田中　虎之助 氏

第６代
中村　平和 氏

第７代
元木　一純 氏

協
同
組
合
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー　

第
８
代
理
事
長　

西　
　

秀　

記

　

「
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
が
今
号
で
創
刊
６
０
０
号
を
迎
え
た
。

　

当
紙
は
、
協
同
組
合
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
設
立
か
ら
２
年
あ
ま
り
経
過
後
の

１
９
７
０
年
１
月
１
日
に
創
刊
。
後
藤
初
代
理
事
長
は
紙
面
で
「
関
係
機
関
は
も
ち
ろ

ん
、
組
合
員
個
々
の
連
絡
を
一
層
密
に
し
て
当
卸
セ
ン
タ
ー
の
一
大
事
業
で
あ
る
卸
商

業
団
地
建
設
を
期
す
た
め
に
当
紙
を
発
刊
す
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

創
刊
号
で
は
竹
内
青
森
県
知
事
や
奈
良
岡
青
森
市
長
か
ら
発
刊
を
祝
う
言
葉
が
掲
載

さ
れ
た
ほ
か
、
卸
団
地
の
町
名
を
一
般
公
募
し
た
結
果
、
理
事
会
で
「
問と

ん

屋や

町ま
ち

」
に
決

定
し
た
と
も
報
じ
て
い
た
。
創
刊
時
は
団
地
造
成
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
こ

の
年
の
10
月
に
卸
団
地
が
完
成
し
、
完
成
式
典
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

問
屋
町
造
成
に
乗
り
出
し
た
背
景
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
真
っ
只
中
の
１
９
６
０

年
代
、
多
く
の
中
小
卸
売
業
者
は
中
心
市
街
地
に
店
舗
・
倉
庫
を
構
え
、
業
務
拡
大
に

よ
る
倉
庫
や
駐
車
場
の
不
足
、
深
刻
な
交
通
渋
滞
に
苦
慮
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
以
前

か
ら
卸
売
業
者
の
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
志
し
、
国
内
外
の
先
進
地
視
察
を
重
ね

て
い
た
青
森
商
工
会
議
所
副
会
頭
で
㈱
角
弘
の
代
表
取
締
役
で
あ
っ
た
後
藤
栄
一
郎
氏

が
中
心
と
な
り
、
市
郊
外
へ
の
卸
商
業
団
地
建
設
に
動
き
出
し
た
。

　

後
藤
氏
は
「
技
術
革
新
や
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
流
通
機
構
は
急
テ
ン
ポ
で
変
革
し

て
い
る
。
し
か
し
、
地
方
の
卸
業
界
は
企
業
の
体
質
改
善
が
遅
れ
、
商
品
の
大
量
化
や

多
様
化
に
対
応
す
る
施
設
の
整
備
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
は
、

中
小
卸
売
業
者
が
共
に
手
を
つ
な
ぎ
協
調
の
精
神
を
発
揮
し
て
、
共
同
で
施
設
を
整
備

す
る
し
か
道
は
な
い
」
と
説
き
、
市
内
の
卸
売
業
者
に
卸
団
地
へ
の
移
転
を
呼
び
か
け

た
。
42
社
の
卸
売
業
者
か
ら
賛
同
を
得
て
、
１
９
６
７
年
10
月
に
協
同
組
合
青
森
総
合

卸
セ
ン
タ
ー
を
設
立
、
後
藤
氏
が
初
代
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
。

　

創
刊
号
発
刊
か
ら
51
年
あ
ま
り
が
経
過
し
、
現
在
の
西
理
事
長
は
８
代
目
に
あ
た

る
。
歴
代
の
理
事
長
ら
の
尽
力
で
当
卸
団
地
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
大
き
く
変
革

し
、
組
合
員
数
１
３
５
社
、
団
地
総
面
積
15
万
７
千
坪
と
北
東
北
有
数
の
流
通
拠
点
へ

と
成
長
。
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
そ
の
変
化
や
新
た
な
取
り
組
み
等

を
組
合
員
は
も
と
よ
り
、
県
、
市
、
全
国
の
卸
団
地
等
の
関
係
機
関
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て

き
た
。
今
後
も
、
創
刊
時
の
「
組
合
員
個
々
の
連
絡
を
一
層
密
に
す
る
」
目
的
を
忘
れ

ず
、
問
屋
町
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
広
報
活
動
を
続
け
て
い
く
。　

　

卸
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
は
、
小
さ
な
一
歩
の

積
み
重
ね
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
お
か
げ
さ
ま
で

創
刊
６
０
０
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
各
位
は
も
と
よ
り
、
日
頃

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
６
０
０
号
発
刊
を
祝
し
て
」

青 森 総 合 卸 セ ン タ ー2020年7月号 第 600 号 ⑴
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６
月
22
日
（
月
）
に
第
３
回
理

事
会
が
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
事
務
局
か
ら
は
、
青
森
県

流
通
団
地
連
絡
協
議
会
が
実
施
し

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に

関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査

結
果
や
北
日
本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱
の

２
０
１
９
年
度
決
算
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

　

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
環
境
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
た
上
で
の

大平委員長（左）が施設を訪問花の植え方教室

西理事長（右）が目録を手渡す組合員施設に設置されたフラワーボックス

　

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
の
第
47
回
定
時
総
会
が
行
わ
れ

た
。
同
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
書
面
議
決

方
式
で
開
催
さ
れ
、
提
出
案
件
が

す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

昨
年
９
月
に
問
屋
町
内
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
８
千
日
を
達
成
し
た

同
支
部
で
は
、
２
０
２
０
年
度
は

更
な
る
記
録
更
新
に
向
け
て
交
通

安
全
運
動
を
推
進
。具
体
的
に
は
、

道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
る
「
問
屋
町
交
通
安

全
街
頭
指
導
」
を
７
月
か
ら
10
月

ま
で
月
１
回
実
施
す
る
。
た
だ

し
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
例
年
実
施
し

て
い
る
チ
ラ
シ
等
の
配
付
は
行
わ

な
い
。
他
に
も
運
転
記
録
証
明
書

を
活
用
し
た
「
問
屋
町
交
通
安

全
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
て
安
全
運
転
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
事
故
防
止
に
活

か
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
同
支
部
で
は
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
近
隣
小
学
校
へ
の

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
寄
贈
を
企
画
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
死
亡
事
故
ゼ
ロ

達
成
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
て

き
た
が
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
今
年
度
か
ら
は
毎
年
寄
贈

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

組
合
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
無
料
配

付
を
実
施
し
た
。
今
年
度
は
新
た

に
11
社
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
プ
ラ
ン

タ
ー
に
色
と
り
ど
り
の
花
苗
が
寄

せ
植
え
さ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク

ス
が
組
合
員
の
敷
地
内
に
置
か
れ

た
。　

　

ま
た
、
６
月
９
日
（
火
）
に
は

問
屋
町
花
の
植
え
方
教
室
が
開
催

さ
れ
組
合
員
従
業
員
12
名
が
参
加

し
た
。
問
屋
町
の
景
観
美
化
を
推

進
す
べ
く
、
組
合
員
の
意
識
高
揚

を
目
的
に
始
ま
っ
た
同
教
室
は
今

　

組
合
で
は
、
２
０
１
９
年
度
の

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
で
得
ら
れ

た
収
益
金
を
福
祉
団
体
等
へ
寄
贈

し
た
。
同
寄
贈
は
今
回
で
６
年
目

と
な
る
。

　

６
月
10
日
（
水
）
に
、空
き
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
事
業
で
得
ら

れ
た
収
益
金
５
万
円
を
青
森
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
。
組
合
の

西
理
事
長
が
同
協
議
会
を
訪
れ
て

窪
田
会
長
に
目
録
を
手
渡
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
の
概
要
や
実
績
な

ど
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
12
日
（
金
）
に
は

パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業

の
収
益
金
３
万
円
を
、
パ
ソ
コ
ン

の
解
体
作
業
を
行
っ
て
い
る
青
森

市
の
障
が
い
者
施
設
に
寄
付
し

た
。
当
日
は
大
平
環
境
対
策
委
員

長
が
施
設
職
員
へ
目
録
を
贈
っ

た
。

　

組
合
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
近

防
災
訓
練
の
実
施
や
パ
ソ
コ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
の
回
収
日
変

更
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

案
件
二
．
組
合
員
の
脱
退
及
び
既

存
組
合
員
の
土
地
買
増
承
認
に
つ

い
て

案
件
三
．
賃
貸
組
合
員
の
脱
退
に

つ
い
て

案
件
四
．
組
合
員
跡
地
買
取
資
金

の
借
換
に
つ
い
て

案
件
五
．
２
０
２
０
年
度
の
役
員

報
酬
に
つ
い
て

案
件
六
．
２
０
２
０
年
度
第
４
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　

理
事
会
終
了
後
に
は
、
青
森
問

屋
町
配
送
㈱
の
第
40
回
定
時
株
主

総
会
が
開
か
れ
、
提
出
案
件
が
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

年
で
は
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
６
割

以
上
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
企
業
の
社
会
的

責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
の
一
環
と
し
て

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、
社

会
福
祉
に
貢
献
す
べ
く
リ
サ
イ
ク

ル
回
収
で
得
ら
れ
る
収
益
金
の
寄

付
活
動
も
継
続
し
て
い
く
。

年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
る
。

　

教
室
で
は
、
問
屋
町
の
景
観
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
り
問
屋
町
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
デ
ザ
イ
ン
・
作

成
し
た
鈴
木
野
波
氏
が
講
師
を
務

め
た
。
参
加
者
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に

入
れ
る
土
の
量
や
植
え
る
花
苗
の

バ
ラ
ン
ス
、
寄
せ
植
え
後
の
管
理

方
法
な
ど
を
学
び
、
各
自
で
作
成

し
た
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
持
ち

帰
っ
た
。

　

問
屋
町
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
に
よ
り
、
近
年
、
問

屋
町
の
景
観
は
飛
躍
的
に
向
上
。

今
後
も
組
合
員
の
協
力
を
得
な
が

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

第 600 号 ⑵ 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 2020年7月号

２
０
１
９
年
度
リ
サ
イ
ク
ル

２
０
１
９
年
度
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
収
益
金
を
寄
贈

事
業
収
益
金
を
寄
贈

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支
部

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支
部

第第
4747
回
定
時
総
会

回
定
時
総
会

防
災
訓
練
の
実
施

防
災
訓
練
の
実
施
な　な　

　

ど

　

ど

承承
認認

第
３
回
理
事
会

第
３
回
理
事
会

花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

問
屋
町
の
景
観
向
上

問
屋
町
の
景
観
向
上



弘前・八戸・大館・仙台・秋田

積和建設の在来木造住宅新築
積和建設のリフォーム

青森商工会議所
専務理事

葛西　崇 氏

パソコンリサイクル回収

６
月

３
日
▽
第
１
回
献
血

９
日
▽
第
１
回
集
団
健
康
診
断

（
〜
11
日
）

　
　

▽
問
屋
町
花
の
植
え
方
教
室

10
日
▽
空
き
缶
等
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
収
益
金
寄
付

12
日
▽
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
収
益
金
寄
付

15
日
▽
金
融
審
査
会

16
日
▽
第
１
回
環
境
対
策
委
員
会

　

前
号
に
引
き
続
き
、
青
森
商

工
会
議
所
の
葛
西
専
務
理
事
に

よ
る
経
済
雑
感
を
お
送
り
す
る
。

　

今
回
は
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」、

「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
と
し
て
、

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

と
い
う
視
点
か
ら
所
見
を
述
べ

て
み
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
っ
て
経
済
活
動
が

大
き
く
制
約
さ
れ
、
飲
食
業
、

宿
泊
業
、
運
送
業
を
は
じ
め
、

多
く
の
分
野
で
甚
大
な
影
響
を

受
け
、
必
死
な
思
い
で
踏
ん

張
っ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い

る
。
事
業
者
の
皆
様
に
は
あ
ら

ゆ
る
支
援
ツ
ー
ル
を
有
効
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
現
下
の
苦
境
を

乗
り
切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
切

に
願
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
」
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
地

方
創
生
の
あ
り
方
、
方
向
性
に
つ

い
て
考
え
て
み

た
。

　

地
方
に
お
い

て
は
、
急
速
な

少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
に
加

え
て
、
地
域
の
将
来
を
担
う
べ
き

若
者
の
首
都
圏
へ
の
流
出
と
い
う

構
造
的
な
課
題
を
抱
え
て
き
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
財
確
保

難
や
消
費
支
出
の
減
少
な
ど
様
々

な
面
で
地
域
経
済
社
会
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、い
わ
ゆ
る
「
コ
ロ
ナ
」

問
題
を
契
機
に
、
首
都
圏
一
極
集

中
を
是
正
し
、
地
方
へ
の
オ
フ
ィ

ス
分
散
な
ど
を
国
主
導
で
大
胆
に

行
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
。
そ
れ
は
、
我
が
国
の
持
続

的
発
展
の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と

で
あ
る
。実
際
、

首
都
圏
の
企
業

で
は
、
オ
フ
ィ

ス
の
賃
料
コ
ス

ト
や
通
勤
、
出

張
の
た
め
の
移

動
コ
ス
ト
な
ど
相
当
な
費
用
を
負

担
し
て
い
る
。
地
方
で
の
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
が
可
能
と
な
れ
ば
、
首

都
圏
と
比
べ
て
通
勤
時
間
も
大
幅

に
カ
ッ
ト
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

ゆ
と
り
あ
る
環
境
で
仕
事
が
で

き
、
ま
さ
に
社
会
全
体
の
働
き
方

や
生
活
習
慣
、
価
値
観
を
見
直

す
機
会
と
も
な
る
。

　

折
し
も
、
青
森
市
で
は
、「
公

共
空
間
の
新
た
な
価
値
の
創

出
」
を
め
ざ
し
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
施
策
も
進
め
ら
れ
て

い
て
、
こ
の
機
会
に
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
受
け
入
れ
環
境
の
整

備
を
加
速
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。
人
の
流
れ
が
変
わ

る
こ
と
で
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
産
業
創
出
や
付
加
価
値
の
高

い
産
業
形
成
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ

と
が
、
地
域
経
済
社
会
全
体
に

幸
せ
を
も
た
ら
す
ロ
ー
カ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
地
方

創
生
の
新
た
な
姿
が
描
か
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
完
）

　

パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事

業
の
回
収
日
が
８
月
か
ら
変
更
と

な
る
。

　

組
合
で
は
、
組
合
員
の
パ
ソ
コ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
の
低
減
及
び

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
分
解

作
業
に
携
わ
る
障
が
い
者
雇
用
創

出
へ
の
支
援
を
目
的
に
２
０
１
３

年
か
ら
同
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

開
始
当
初
は
年
間
で
千
台
を
超

え
る
パ
ソ
コ
ン
が
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
回
収

量
が
落
ち
着
い
て
き
た
。そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
２
ヵ
月
に
１
回
だ
っ
た

回
収
頻
度
を
３
ヵ
月
に
１
回
に
変

更
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
変
更
内
容
】

▽
回
収
日　
　

　

２
月
、
５
月
、
８
月
、
11
月
の

　

第
四
水
曜
日（
３
ヵ
月
に
１
回
）

▽
次
回
回
収
日

　

２
０
２
０
年
８
月
26
日
（
水
）

18
日
▽
第
３
回
問
屋
町
合
同
清
掃

　
　

▽
北
日
本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱
第

31
期
定
時
株
主
総
会
・
第
１

回
取
締
役
会

19
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
47
回

定
時
総
会

22
日
▽
第
３
回
理
事
会

　
　

▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
40

回
定
時
株
主
総
会
・
第
２
回

取
締
役
会

23
日
▽
第
１
回
問
屋
町
地
区
健
康

診
断

28
日
▽
第
１
回
問
屋
町
緑
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
隊

30
日
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
13
回
定
時
総
会
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更
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㈱みちのく銀行 問屋町支店
青森南エリア統括 支店長

神 篤人  氏

元木社長（左）が栽培セットを手渡す

問屋町緑のボランティア隊

　

今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、
今
年

４
月
に
赴
任
さ
れ
た
、
㈱
み
ち
の
く

銀
行
問
屋
町
支
店
の
神
支
店
長
に
お

話
を
伺
っ
た
。

　

同
行
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
「
当
行
で
は
『
活
気
あ
る
職

場
づ
く
り
』
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
た

４
つ
の
新
施
策
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

１
つ
目
は
『
ド
レ
ス
コ
ー
ド
の
見
直

し
』
と
し
て
服
装
を
一
部
自
由
化
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
男
性
は
通
年

で
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
も
よ
く
な
り
、

女
性
は
課
長
以
上
と
外
回
り
は
役
職

が
付
か
な
く
て
も
服
装
が
自
由
に
な

り
ま
し
た
。服
装
の
多
様
化
に
よ
り
、

個
性
を
尊
重
し
柔
軟
な
発
想
が
生
ま

れ
や
す
い
環
境
を
作
り
ま
す
。
２
つ

目
は
『
さ
ん
付
け
呼
称
運
動
』
と
し

て
行
内
で
の
役
職
呼
称
の
廃
止
で
す
。

世
代
間
や
上
下
関
係
の
壁
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
考
え
で
す
。
３
つ
目
は

『
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
勤
務
制
度
』
を

導
入
し
ま
し
た
。
窓
口
担
当
は
９
時
か

ら
15
時
ま
で
は
必
ず

出
勤
し
て
い
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
が
、

融
資
担
当
と
外
回
り

担
当
は
効
率
的
な
時

間
配
分
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
た
だ
、
銀

行
は
９
時
か
ら
全
員
揃
っ
て
い
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
お
客
様
に

は
し
っ
か
り
と
段
取
り
を
付
け
た
り
、

支
店
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
４
つ
目
は
『
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
の

導
入
』
で
す
。
こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
し
て
７
月
に
開
始
し
ま

し
た
。
対
象
者
は
主
に
本
部
と
支
店
管

理
者
で
す
。
本
部
に
は
審
査
部
が
あ
る

の
で
リ
ス
ク
分
散
す
る
た
め
２
つ
の
階

に
分
か
れ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
銀

行
の
中
枢
に
な
る

の
で
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
休
憩
時
間

も
別
々
に
し
て
一

緒
に
な
ら
な
い
よ

う
に
徹
底
し
て
い

ま
す
」
と
語
る
。

　

問
屋
町
支
店
で
取
り
組
み
た
い
こ
と

に
つ
い
て
聞
く
と
「
４
月
か
ら
問
屋
町

支
店
が
４
つ
の
支
店
の
統
括
店
に
な
っ

た
こ
と
で
、
線
路
か
ら
南
側
の
広
い
範

囲
が
担
当
エ
リ
ア
に
な
り
ま
し
た
。
飲

食
店
を
含
む
企
業
の
数
も
増
え
ま
し
た

が
、
今
後
は
よ
り
取
引
先
を
増
や
し

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
以
前
は

支
店
の
大
き
な
窓
に
ポ
ス
タ
ー
用
の

パ
ネ
ル
が
貼
っ
て
あ
り
ま
し
た
が
そ

れ
を
全
て
撤
去
し
、
中
か
ら
も
外
か

ら
も
見
え
る
・
見
ら
れ
る
よ
う
に
変

え
、
入
り
や
す
い
銀
行
を
目
指
し
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
話
が
及

ぶ
と
「
函
館
の
自
宅
で
チ
ワ
ワ
２
匹

を
飼
っ
て
い
て
、
た
ま
に
帰
る
と
玄

関
ま
で
出
迎
え
て
く
れ
る
の
が
嬉
し

い
で
す
ね
。
単
身
赴
任
中
の
ア
パ
ー

ト
と
会
社
の
机
に
写
真
を
置
き
、
疲

れ
た
時
は
そ
れ
を
見
て
癒
さ
れ
て
い

ま
す
。
健
康
管
理
に
気
を
付
け
て
い

る
の
で
「
若
い
支
店
長
が
来
た
ね
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い

で
す
」
と
笑
っ
た
。　
　

（
51
歳
）

　

組
合
員
の
㈱
元
木
商
店
が
県
内

の
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
施
設
を
対

象
に
、
無
料
で
水
耕
栽
培
セ
ッ
ト

を
贈
る
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

水
耕
栽
培
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
始
め
た
。

　

同
事
業
は
、
同
社
が
代
理
店
と

し
て
取
り
扱
う
水
耕
栽
培
商
品
を

活
用
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
機

会
が
減
っ
て
い
る
施
設
利
用
者
が

室
内
で
少
し
で
も
ア
ウ
ト
ド
ア
な

気
分
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

企
画
し
た
。
７
月
31
日
ま
で
寄
贈

先
を
募
集
し
、
先
着
15
施
設
に
達

し
次
第
終
了
と
な
る
。

　

６
月
24
日
（
水
）
に
は
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
第
１
号
と
し
て
、
同
じ
く

　

問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

の
今
年
度
１
回
目
と
な
る
活
動
が

６
月
28
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、

同
隊
隊
員
30
名
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
問
屋
町
東
口
及
び
第
二

問
屋
町
北
口
の
花
壇
に
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
や
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
な

ど
の
色
鮮
や
か
な
花
苗
６
６
０
株

を
植
栽
し
た
。
花
苗
は
青
森
市

（
青
森
市
地
域
花
い
っ
ぱ
い
ま
ち

づ
く
り
事
業
）
か
ら
一
部
支
給
。

隊
員
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
丁
寧
に

花
苗
を
植
え
、
作
業
は
１
時
間
ほ

ど
で
終
了
し
た
。

　

問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

は
、
問
屋
町
の
景
観
美
化
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
２
０
０
６
年

組
合
員
の
㈱
ア
ピ
イ
に
水
耕
栽
培

セ
ッ
ト
と
レ
タ
ス
の
種
を
寄
贈
。

当
日
は
同
社
が
運
営
す
る
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
ア
ピ
イ
ク
オ

レ
」
で
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
元
木

商
店
の
元
木
社
長
か
ら
ア
ピ
イ
の

阿
部
部
長
に
栽
培
セ
ッ
ト
が
贈
ら

れ
た
。

に
結
成
。
花
苗
植
栽
の
ほ
か
街
路

樹
下
枝
刈
り
払
い
な
ど
を
行
う
。

子
供
で
も
で
き
る
簡
単
な
作
業
が

中
心
で
、
家
族
で
の
参
加
も
多
く

見
ら
れ
る
。
隊
員
は
随
時
募
集
し

て
お
り
、
興
味
の
あ
る
方
は
、

卸
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
。（
☎

７
３
８
　

―　
４
７
１
１
）

今
号
は
記
念
す
べ
き
６
０
０
号
と

な
り
ま
し
た
。「
青
森
総
合
卸
セ

ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
が
創
刊
し
た

の
が
１
９
７
０
年
１
月
１
日
で
す

か
ら
創
刊
か
ら
実
に
50
年
に
な
り

ま
す
▼
我
が
卸
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー

ス
は
、
こ
れ
ま
で
プ
ロ
に
外
注
す
る
こ
と

な
く
職
員
の
手
作
り
で
継
続
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
50
年
、
担
当
を
務
め
て
き
た
歴

代
職
員
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
誇
り
を

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
卸
セ
ン

タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
を
広
告
で
支
え
て
い
た
だ

い
た
組
合
員
・
関
連
会
社
の
皆
様
に
感
謝

い
た
し
ま
す
▼
卸
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

は
、
こ
れ
ま
で
百
号
ご
と
に
合
本
を
二

部
作
成
し
、
一
部
は
組
合
保
存
、
一
部

を
青
森
県
立
図
書
館
に
寄
贈
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
も
発
刊
後
５
０
１
号
か
ら

６
０
０
号
を
合
本
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
貴

重
な
地
域
経
済
史
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
▼
一
面
と
は
違
い
編
集
後
記
で
は
ト

ピ
ッ
ク
的
に
６
０
０
号
を
振
り
返
り
ま

す
。
卸
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
長
は

歴
代
専
務
が
担
当
で
す
。
初
代
が
故
・
田

中
専
務
、
二
代
目
が
故
・
佐
藤
専
務
で
三

代
目
が
私
で
す
▼
し
か
し
、
実
質
実
務
は

編
集
担
当
者
が
し
て
お
り
、
西
田
業
務
課

長
が
２
０
０
９
年
５
月
号
か
ら
11
年
に
渡

り
ハ
ー
ド
な
編
集
担
当
を
務
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
び
の
百
号
分
は
全
て
西
田
業

務
課
長
に
よ
る
も
の
で
す
。
ご
苦
労
様
で

し
た
▼
編
集
後
記
で
す
が
、
２
０
０
８

年
２
月
号
か
ら
私
が
担
当
し
て
12
年
で

す
。
編
集
後
記
以
前
は
、
東
奥
日
報
社
の

プ
ロ
記
者
で
あ
っ
た
故
・
岡
部
建
哉
氏
が

１
９
８
４
年
６
月
号
か
ら
２
０
０
７
年
10

月
号
ま
で
23
年
の
長
き
に
渡
り
巻
頭
コ
ラ

ム
「
あ
き
な
い
欄
」
と
し
て
担
当
さ
れ
た

も
の
で
す
▼
プ
ロ
記
者
の
後
を
受
け
て
の

編
集
後
記
で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
四
百
字
詰

め
原
稿
用
紙
一
枚
半
く
ら
い
な
の
で
す

が
、
毎
月
と
な
る
と
中
々
で
す
（
藤
本
）
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